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相
澤
星
太
朗
君
は
中
学
１
年
生
、

北
海
道
の
小
樽
市
か
ら
子
ど
も
平
和

会
議
に
参
加
し
た
。参
加
の
動
機
は
、

昨
年
こ
の
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
人
か
ら
、
原
爆
や
平
和
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
聞
き
、「
自
分
も

参
加
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と

に
よ
る
。

　

相
澤
君
は
、
お
母
さ
ん
が
生
協
の

組
合
員
で
、
お
祖
父
さ
ん
が
お
寺

の
住
職
さ
ん
で
人
権
擁
護
委
員
な
ど

の
役
職
も
か
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
社
会
問
題
や
平
和
の
こ
と
に
つ

い
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
れ
で
、
お
母
さ
ん
の
勧
め
も

あ
っ
て
こ
の
子
ど
も
平
和
会
議
に
参

加
し
た
。
広
島
に
来
る
前
、
友
達
に

そ
の
こ
と
を
話
す
と
、「
が
ん
ば
っ

て
こ
い
！
」と
励
ま
さ
れ
た
と
い
う
。

子
ど
も
平
和
会
議
に
参
加
し
て
相
澤

君
が
思
っ
た
こ
と
は
、
皆
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
と
く
に
、〝
人
を
思

い
や
る
〞
と
い
う
こ
と
が
平
和
に
繋

が
る
、
と
い
う
あ
る
人
の
意
見
を
聞

い
た
時
、「
そ
う
い
う
考
え
か
」、
と

驚
か
さ
れ
た
。
遠
く
北
海
道
か
ら
平

和
会
議
に
参
加
し
、
い
ろ
ん
な
考
え

を
聞
き
、
自
分
も
成
長
し
、
そ
れ
を

他
人
に
伝
え
る
。
相
澤
君
の
夏
休
み

は
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

特集
2016 ピースアクション in ヒロシマ『子ども平和会議』

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
次
世
代
の
あ
な
た
へ
〜
学
び
、
知
り
、
伝
え
る
〜
」

知
り
た
い
。

そ
し
て
、

伝
え
た
い
。

知
り
た
い
。

そ
し
て
、

伝
え
た
い
。

被爆後71年が経過した。そして、被爆者の平均年齢は80歳を超えている。
そうした中で、被爆者の証言を次世代が受け継ぎ伝承しようという動きが、
広島・長崎で年々盛んになってきている。
「子ども平和会議」は、未来を担う子どもたちが、自らの住む地域から平和
について考えることが出来るようなきっかけとして、昨年初めて日本生活協
同組合連合会と広島・長崎両県生協連合会の連携企画としてスタートした。
今年8月 5日、全国から15生協121名の子どもたちが広島に集まった、
その子ども平和会議の会場を訪ずれた。

相澤  星太朗  君
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特　　　集

2016 ピースアクション in ヒロシマ『子ども平和会議』

　

２
０
１
６
年
８
月
５
日
午
前
10
時
、

開
会
を
宣
言
す
る
司
会
者
の
言
葉
で
、

『
２
０
１
６
子
ど
も
平
和
会
議
』
が
、

広
島
県
立
総
合
体
育
館
大
会
議
室
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
本
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、「
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ

の
き
っ
か
け
に
」
と
い
う
趣
旨
で
催

さ
れ
た
こ
の
子
ど
も
平
和
会
議
。
自

主
的
に
平
和
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
話
し
合
っ
て
み

た
い
と
い
う
前
向
き
な
子
ど
も
が
集

ま
っ
た
広
い
会
議
室
の
17
の
テ
ー
ブ

ル
は
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

司
会
進
行
役
は
、
こ
の
会
議
の
広

島
議
長
川
岸
言
統
君
と
長
崎
議
長
太

田
真
帆
さ
ん
が
指
名
さ
れ
、
議
長
に

よ
っ
て
子
ど
も
平
和
会
議
は
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。
17
の
テ
ー
ブ
ル

に
６
〜
８
名
の
児
童
や
学
生
が
席
に

着
き
、
進
行
役
（
大
学
生
・
高
校
生
）

が
各
テ
ー
ブ
ル
の
議
事
進
行
を
担
当

し
ま
す
。

　

お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
は
、
も

ち
ろ
ん
平
和
に
つ
い
て
で
す
。
進
行

役
の
問
題
提
起
や
質
問
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
子

ど
も
た
ち
の
口
か
ら
様
々
な
意
見
が

飛
び
出
し
ま
す
。
約
１
時
間
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
し
合
い
が
も

た
れ
、
そ
の
結
果
を
代
表
が
発
表
し

ま
す
。
一
人
で
、あ
る
い
は
二
人
で
、

多
い
組
は
３
人
で
立
ち
上
が
っ
て
助

け
合
い
な
が
ら
自
分
達
の
ま
と
め
を

発
表
し
て
い
き
、
17
の
グ
ル
ー
プ
全

て
の
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
表
明
文
に
ま

と
め
る
た
め
、
議
長
、
副
議
長
、
各

テ
ー
ブ
ル
代
表
が
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
意
見
を
交
わ
し
て
、
声
明
文

に
ま
と
め
ま
す
が
、
な
か
な
か
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
ま
じ
め
に
、
そ
し

て
真
剣
に
話
し
合
っ
た
平
和
会
議
、

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

    話し合い、意見を述べて★ いろいろなことを知った。
 

平
和
会
議
で
学
ん
だ　
  
こ
と
を
皆
ん
な
に
…
。

2016ピースアクションin ヒロシマ

子ども平和会議アピール

　ヒロシマ・ナガサキに原爆が投下され、戦争
が終わって71年が経ちました。71年前には、
戦争やたった一発の原子爆弾で多くの人が亡
くなりました。私たちは勉強していく中で、今
では考えられないことを見たり聞いたりしまし
た。戦争は取り返しがつかない、二度と繰り返
してはいけないことだと思いました。被爆者の
方の平均年齢も80歳を超えており、戦争を体
験された方が少なくなってきています。今では、
戦争や原爆のことを知らない人も多くいます。
私たちは今日話し合っていく中で、平和はひと
りでは築けないことや、周りの人に思いやりを
持って関わりあっていくことが大切だと学びま
した。私たちが学んだことを家族や友人に伝え、
平和について一緒に考えていきます。また、今
後も平和が続くように共に助け合い、いろんな
考え方を持つ人や、いろいろな国の人とも手を
つなぎ合って、明るい未来を築けるようにして
いきます。

2016年８月５日　「子ども平和会議」参加者一同

笑顔で交流する中川碧さん（高1） 司会進行を務める広島議長川岸言統君（中3）

平和学習を聞く子どものたちの様子 会場の様子グループの報告をする大串千明莉さん（小6）

グループの意見をまとめる子どもたち

グループの報告をする大串拓来さん（中2） アピール文発表・福留真琴さん（左）と山本梨花さん（右）

アピール文を作成する議長団と大学生 真剣な眼差しの森本柚衣さん（中１）
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特　　　集

2016 ピースアクション in ヒロシマ『子ども平和会議』

　私は、これまで平和に関心がなかった
わけではないのですが、行動することは
しませんでした。その私が変わったきっ
かけは、中２の頃、街中で見かけた「１万
人署名活動」でした。戦争を全く経験し
ていない学生たちが、「核廃絶」を呼びか
けている姿に心を動かされ、関心を持っ
たのが平和活動に参加したきっかけです。
　「ピースアクション inヒロシマ」に参
加した動機は、昨年参加した先輩の話を
聞いたことからです。平和活動に興味が
あった私は、子どもだけが話し合う場で、
たくさんの人たちとさまざまな意見を共
有したいと思ったからです。
　日頃は、家庭で、食事の時や親戚が集
まった時など、平和や戦争について話し
合うことがあります。世界から、戦争や
争いをなくするためには、身近な周りの
人たちと“理解し合う”ことがまず大事
だと思います。「戦争や争いをなくしたい」
とただ口にするだけでなく、過去にあっ
た歴史（戦争）や出来事を知る事が必要
だと思っています。
　アメリカのオバマ大統領の広島訪問は、
核保有国の大統領が実際に被爆地を訪れ、
展示写真などを見て原爆の被害を知り、
“被爆者”に寄り添う姿は、たくさんの人
が強い印象を持ったと思います。このこ
とが核廃絶につながるかと言われたら、
まだ具体的でないから「はい」とは言え
ないけど、“大きな一歩”だと感じていま
す。

学んで知って考えて、
それだけで
終わらせてはいけない。

周りの人たちと
“理解し合う”ことが
大事だと思います。

　私の通っていた学校山里中学校は、校
区内に原爆資料館や平和公園、原爆落下
中心碑などがあり、ほぼ爆心地という位
置にあります。私は学校で、毎月９日、“平
和を学べる日”を経験し、「被爆遺構巡り」
を何回もしました。そして、被爆者の話
を聞く度に、「このままだと何も変わらな
いな」と思い、高校に進級時、「学んで知っ
て考えて、それだけで終わらせてはいけ
ない」と平和活動に参加しました。
　私の家は、母方の祖父母の母が被爆者、
祖父の父は戦時中ソ連と満州にいたこと
もあり、戦争と平和についてよく話しま
す。祖父は「他国を毛嫌いせずに、何処
の国でも良かけん、友達ばいっぱい作り
なさい」と言っています。
　『子ども平和会議』には、「長崎のこと
も知ってほしい！」という思いと、「よそ
の県の人たちはどう考えているか」を知
りたかったので参加しました。広島とい
うところは、平和を語る上で絶対に訪れ
るべき場所だと思っているからです。参
加後は、“伝える”、“行動する”ことがと
ても大切だと思います。知ったこと感じ
たことを、他県の人、何も知らない世代
に伝えて、日本全体で結束して訴えれば、
誰かが、どこかの国の人が、いつか認め
てくれると信じています。
　オバマ大統領の広島訪問は、本当に嬉
しいことでした。しかし、形だけのスピー
チや謝罪に思えて、広島・長崎、また日
本中の人々にとって、心に響く何かが足
りなかったような気がします。でも、オ
バマ大統領が長崎に来て、何かが変わる
なら是非来てほしいです。

自分が住んでいる地域の
人たちの話をしっかり聞くこと
　家族で鹿児島の知覧に行ったとき、
戦争の愚かさ、平和の大切さを知りま
した。開聞岳の上に広がる青空、この
空を自分の子どもと同じ年齢の若者が
特攻隊として出撃して行ったのかと思
うと、心が痛み、平和について深く考
えました。また、被爆者の話を聞いて、
自分が被爆２世だとあらためて痛感し
ました。家庭では、子どもたちが大き
くなり戦争や平和について語ることは
少なくなったのですが、主人が戦争に
ついての本を良く読むので、そうした
話は日常します。
　ヒロシマの「子ども平和会議」に参
加したのは、今の子ども達が「平和」
をどう考えているのか知りたかったか
ら。私は、広島と長崎を比較すること
はなかったのですが、ヒロシマは平和
について「動」のイメージがあり、「生」
という感覚の激しさを感じます。
　世界から戦争や争いを無くすにはど
うしたらいいか。よく考えますが、継
承に力を入れ、声を出すことも大事で
すが、自分が住んでいる地域の人たち
の話をしっかり聞いておくことが大切
だと思います。地域とつながりを持ち、
戦争とは何かを知り、伝えることだと
思います。
　オバマ大統領が被爆地広島を訪問し
たことは有意義だったと思います。大
統領が自ら折って贈ってくれた折り鶴
がケースを飛び出して、自由に飛ぶ日
が来ればいいなあ、と思います。長崎
では、生協に行く途中に、父が被爆し
て治療を受けた小学校、山越えをした
道があります。今は、道は整備され、
子どもの歓声が日々こだましていま
す。この平和が続くことをいつも願っ
ています。

ナガサキから参加して…
福留　真琴 さん

ナガサキから参加して…
太田　真帆 さん

生活協同組合 ララコープ
金田　真里 理事
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虹のひ
ろば

特　　　集

2016 ピースアクション in ヒロシマ『虹のひろば』
　

８
月
５
日
午
後
１
時
10
分
、
日
本

生
協
連・広
島
県
生
協
連
主
催
の
『
ヒ

ロ
シ
マ
虹
の
ひ
ろ
ば
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
広
島
県
立
総
合
体

育
館
（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
）
は
、

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
県
か
ら
集

ま
っ
た
約
１
千
２
百
名
の
参
加
者
で

埋
ま
り
、
厳
か
で
熱
い
空
気
で
満
ち

て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
広
島
文
教

女
子
大
学
附
属
高
校
和
太
鼓
部
の「
文

教
太
鼓  

葵
」
の
演
奏
が
会
場
の
空
気

を
震
わ
せ
ま
す
。
続
い
て
、
司
会
者

の
紹
介
で
松
井
一
實
広
島
市
長
、
主

催
者
の
日
本
生
協
連
か
ら
和
田
寿
昭

専
務
理
事
の
挨
拶
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
本
被
団
協
60
周
年
の
取

組
報
告
と
し
て
代
表
委
員
の
岩
佐
幹

三
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
広
島
県
立
福
山
工
業
高
校
、
広

島
市
立
基
町
高
校
、
近
畿
大
学
附
属

広
島
高
等
学
校
・
中
学
校
東
広
島
校

の
生
徒
の
活
動
状
況
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
勢
の
人
が
詰

め
か
け
、
全
国
各
地
の
生
協
の
展
示

ブ
ー
ス
が
連
な
り
、
人
々
の
笑
顔
の

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。そ
し
て
、

日
本
被
団
協
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
展
、
広
島

県
立
福
山
工
業
高
校
作
成
「
被
爆
直

後
の
広
島
市
内
の
復
元
映
像
」上
映
、

広
島
市
立
基
町
高
校
「
原
爆
の
絵
」,

近
大
付
属
『
原
爆
ド
ー
ム
』
爪
楊
枝

ア
ー
ト
が
展
示
・
公
開
さ
れ
終
日
熱

い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

平和を希求し核兵器廃絶のために集う

オープニングは和太鼓の演奏から参加者全員で１分間の黙祷挨拶を述べる松井一實広島市長挨拶する日本生協連 和田寿昭専務理事

日本被団協60周年の取組報告をする岩佐幹三さん爪楊枝アート「原爆ドーム」を作成した近畿大学附属の高校生『原爆の絵』を描いた基町高校の生徒

CGで原爆投下前後を復元した福山工業高校生安田女子大学書道学科の大書パフォーマンス書き上がった書道作品（書道パフォーマンス）平和をイメージした「書」にチャレンジ !!

『ヒロシマ・ナガサキ原爆と人間』展示会場基町高校『原爆の絵』展示会場参加生協ブース（生協ひろしま）参加生協ブース（コープおきなわ）

参加生協ブース（ララコープ）折り鶴昇華再生事業の解体体験コーナー「子ども平和会議」のアピール文発表合唱で締めくくられる「虹のひろば」
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特　　　集

2016 ピースアクション in ヒロシマ　『被爆の証言』

閃光、私を包む空間は全て真っ白に、次に襲った爆風
によって私は地面に叩き付けられ気絶しました。しば
らくして気がつくと、身体は倉庫の下敷きに。必死に
這い出て見ると、辺りは真っ暗、渡ろうとした橋の向
こうは火の海です。1945年８月６日、広島に原爆が
投下されたとき、私は、紙一重の差で命を長らえました。
あの日、学徒動員先の広島専売局工場勤務中２時間の
休暇をとって、関節炎治療のために工場の西1.5㌔の
外科病院に行く途中、比治山橋東詰めで被爆。そのと
き私は、流れる汗を拭き一息ついて橋を渡ろうと思い、
近くの木造倉庫の建物の軒下に入った途端に原爆が炸
裂したのです。大勢の傷ついた人達が橋の向こうから
叫び声や悲鳴を上げながら逃げてきます。建物疎開の
作業中だった中学生や女学生が、衣服に火がついて燃
えながら次から次へと眼の前を通り過ぎて行きました。
地面に折り重なる数知れない死体、全身に大やけどを
負って苦悶の叫びを上げる人、荷馬車が転倒し馬が象
のように膨らんでもがいている、まさに地獄絵図です。
今でもその光景を忘れることは出来ません。
運が良かったのは、原爆が爆発する瞬間私は建物の軒
下にいて、熱線を直接浴びなかったことです。頭いっ
ぱいに爆風で飛び散ったガラスの破片が突き刺さって
はいましたが、火傷を負うことはなかったのです。し
かし、放射能を浴びたせいでしよう、秋からその年が
終わる頃まで、頭髪が抜け、身体に紫斑が出、血便や
高熱に苦しみ、死の世界をさ迷いました。しかし、両

親の必死の看病で、その危機も乗りこえることが出来
たのです。
しかし、私はあれだけの惨劇を目にし、死の苦しみを
体験したのに、原爆の恐ろしさ、悲惨さを他の人に語
ることはしませんでした。できなかったのです。
1975年（昭和50年）、「ヒロシマ・ナガサキの修学
旅行を手伝う会」を主催された江口保先生に出会うこ
とによって、私のその考えも変わりました。そのときは、
江口先生の「修学旅行生に証言してほしい」という申
し出を断ったものの、あの時に見た地獄の光景、そして、
必死で行なった全身火傷の下級生達の看護、薬もなく
医者もいない中で次々と死んでいった少女たち、あの
人達のことが心から離れることはありませんでした。
やがて私は、「下級生達の悲惨な死を後世に語り継ぐた
めに生かされたのでは…」と思うようになり、1980
年（昭和55年）頃から、機会ある毎に被爆の証言を
させて戴いています。
今年５月28日、広島に原爆を投下した当事国アメリ
カのオバマ大統領が、初めて広島を訪れました。この
歴史的出来事に対して世論はいろいろでした。しかし、
アメリカ大統領が初めて広島を訪問したのです。被爆
者としては実に複雑な気持ちですが、世界がヒロシマ
に眼を向けてくれたことは確かです。これを一つの節
目に、私もこれまで以上に、被爆について語り続け核
兵器廃絶に向けて歩んで行くつもりです。

（７月15日、切明さん宅にて取材）

●プロフィール
1929年（昭和４年）11月生まれ（86歳）。1945年８月６日、
県立広島第二高等女学校４年生（15歳）時に学徒動員で広島地
方専売局たばこ工場に勤務。当日、病気治療のため、病院に行く
途中比治山橋東詰めで被爆、爆風による傷を負い、死に直面する
後遺症にも悩まされるが無事回復。戦後、広島女専を卒業し県教
育委員会に勤務。後、被爆者である夫と結婚、夫の創業した出版
社を手伝いながら２児を育て上げ、現在に至る。

※ 江口　保（えぐち　たもつ）
1928年（昭和３年）～1998年（平成10年）。長崎県長崎市出身、
長崎市への原爆投下による被爆者の一人。公立中学校で教員とし
て勤務していた時代に、被爆地である広島県への修学旅行を実現
させ、平和学習としての修学旅行の先駆けとなった。退職後も単
身で広島に住み、日本全国の学校から広島や長崎への修学旅行を
助力し、平和運動に貢献。
（出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』）

知
っ
て
ほ
し
い
…
。

▼
被
爆
の
証
言

切
明 

千
枝
子　

さ
ん

切
明
千
枝
子
さ
ん
は
、
今
年
86
歳
に
な
り
ま
す
。
８
月
６
日
午
前
10

時
30
分
、「
じ
っ
く
り
聞
く
被
爆
の
証
言
」
の
会
場
は
30
名
近
い
聴

講
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
切
明
さ
ん
の
話
は
、
日
本
が
戦
争
に

至
っ
た
歴
史
と
経
緯
を
詳
し
く
説
明
し
、
最
後
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
時
の
惨
状
を
冷
静
に
話
し
ま
す
、
86
歳
の
高
齢
と
は
思
え
な
い
証

言
内
容
の
正
確
さ
は
聞
く
人
の
心
を
強
く
引
き
つ
け
て
行
き
ま
す
。

き
り
あ
け

　
　
ち

　
え

　
こ

８月６日、被爆の証言をする切明千枝子さん
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2016 年度 通常総会

　

去
る
６
月
22
日
（
水
）、
午
後
１

時
、
広
島
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

２
０
１
６
年
度
広
島
県
生
協
連
通
常

総
会
、
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
常
務
理
事
司
会
の
開
会
宣
言

と
と
も
に
、
総
会
の
資
格
審
査
が
行

わ
れ
、
こ
の
会
が
総
会
成
立
規
則
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
具
体
的
に
総
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

総
会
成
立
確
認
後
、ま
ず
総
会
の
、

議
長
・
書
記
の
選
出
が
行
わ
れ
、
選

出
さ
れ
た
議
長
、
書
記
が
そ
れ
ぞ
れ

の
席
に
着
席
し
ま
し
た
。
具
体
的
な

議
事
の
前
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て

岡
村
信
秀
広
島
県
生
協
連
会
長
理
事

が
挨
拶
。
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
広
島
県
環
境
県
民
局
長
森
永
智
絵

氏
、
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
か
ら
小
田
政

治
常
務
理
事
の
お
二
人
が
祝
辞
を
述

総会決議(案 )
　東日本大震災から５年が経過し、広島土砂災害から２年がたとうとしています。
また本年４月には熊本地震が発生し、一瞬にして甚大な被害と多くの犠牲をもたら
しました。これらの大地震災害は私たちに改めて自助・共助の大切さと行政の迅速
な対応を提示しています。防災・減災への日常的な準備、地域の中での人と人との
つながりや助け合い、さらには復旧・復興に向けての生活支援制度の拡充が不可欠
です。
　さて、日本はモノは豊かになり生活は便利になりましたが、国連の幸福度調査に
よると世界第53位と報告されています。来年に予定されている消費税増税は再延
期される議論がおこなわれていますが、社会保障負担増加などにより、私たちの暮
らしは一層厳しさを増すと考えられます。さらには、TPP やエネルギー問題など
暮らしに直結する課題も山積しており、生活者の視点で注視していく必要がありま
す。
　今年は被爆71年をむかえます。４月にG７外相会合が広島で開催され、また、
５月の米国オパマ大統領の広島訪問は歴史的な出来事です。被爆者の高齢化は進み、
「あの悲惨な惨劇を二度と繰り返してはいけない、誰にも同じ思いをさせてはいけ
ない」この言葉は被爆者の切なる願いです。被爆者の思いをしっかりと受け止め、
次世代へ継承し、核兵器廃絶に向けて、行政や市民団体と連携して市民レベルで、
の世論形成を進めることが大切です。安保関連法案も国民の過半数が反対したにも
関わらず成立し、戦争への不安がつのります。引き続き、法案の改定を求めていき
たいと思います。
　私たちの住む地域社会は、人口減少と人口移動により、地域コミュニティの継続
が困難な状況が続いています。人と人とが「ふれあい」「助け合い」「分かち合い」
を強めながら、生協の理念である「誰もが安心してくらせる持続可能な地域コミュ
ニティの再生」をめざしたいと思います。今からの時代は、生協から地域を見るの
ではなく、地域の中の生協として、生協の持っている資源を最大活用して、地域へ
の貢献をしていくことが大切です。
　広島県生協連は、来年創立50周年を迎えます。「歴史に学び、未来をつくる」を
テーマに、県内の生協間協同連帯、連携をさらに強め、以下、決議します。

1. 私たちは、地域の中の生協として、会員生協の連帯を強めるとともに、地域の諸
　国体と連携して豊かで住みやすい地域社会の形成に取り組みます。
1. 私たちは、ポスト被爆70年の今年、被爆者の思いを大切に、核兵器廃絶に向け
　た取り組みを行政や市民団体と連携して推進します。
1. 私たちは、消費税増税や食の安全安心、ＴＰＰ問題等、組合員の暮らしを守るた
　めに、事業の持続性と組合員活動を活発化し、暮らしを総合的に支える生協づく
　りを目指します。

2016年６月22日
広島県生活協同組合連合会

2016年度通常総会

２
０
１
６
年
度
通
常
総
会

地
域
の
諸
団
体
と
の

連
携
を
強
め
、

豊
か
で
住
み
や
す
い

地
域
社
会
の
形
成
、

暮
ら
し
を
総
合
的
に

支
え
る
生
協
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

祝辞を述べる JA広島中央会小田政治常務理事

祝辞を述べる森永智絵広島県環境県民局長 開会の挨拶をする岡村会長理事

議案説明・活動報告を映像を交えて行う高田専務理事

2016 年度通常総会会場 報告を行う高田専務理事

議会決議（案）を読み上げる門田理事

べ
ら
れ
た
後
、
来
賓
４
人
が
紹
介
さ

れ
、来
賓
の
方
々
が
退
場
。
そ
の
後
、

２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
議
事
が
進

め
ら
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
の
議
案
は
、

第
１
号
議
案　

２
０
１
５
年
度
活
動

報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
承
認
と
剰

余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

２
０
１
６
年
度
活
動

方
針
な
ら
び
に
収
支
予
算
案
決
定
の

件第
３
号
議
案　

役
員
補
充
選
任
の
件

第
４
号
議
案　

役
員
選
任
規
約
の
一

部
改
訂
の
件

第
５
号
議
案　

役
員
報
酬
決
定
の
件

の
５
つ
の
案
件
で
す
。

　

こ
の
案
件
内
容
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
発
言
へ
の
通
告
が
な
さ
れ
、
広

島
中
央
保
健
生
協
、生
協
ひ
ろ
し
ま
、

広
島
大
学
消
費
生
協
、
広
島
医
療
生

協
の
代
表
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ

り
の
あ
る
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
広
島
県
生
協
連
高

田
公
喜
専
務
理
事
よ
り
補
足
説
明
が

有
り
、
出
席
者
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

議
案
の
説
明
が
終
わ
り
、
議
長
に

よ
っ
て
各
議
事
の
賛
否
が
問
わ
れ
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
の
最
後

は
、
理
事
の
門
田
陽
子
さ
ん
に
よ
る

「
議
会
決
議
（
案
）」
の
提
案
に
よ
っ

て
締
め
く
く
ら
れ
、
１
時
間
45
分
に

わ
た
る
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
は

閉
幕
し
ま
し
た
。
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2016 年度 第１回トップセミナー

　

今
日
は
、
生
協
の
中
で
も
大
き
な

力
を
持
っ
て
い
る
「
購
買
生
協
」
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
ど
う
い
う

役
割
を
果
た
し
て
行
く
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
問
題
と
社
会
環
境
変
化

　

大
学
を
退
職
し
た
後
、
私
は
く
ら

し
と
協
同
の
研
究
所
な
ど
で
、
生
協

の
組
合
員
・
職
員
の
調
査
に
関
わ
り

な
が
ら
、
生
協
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
の
研
究
で
は
、
２
０
２
５

年
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
生
協
な
ど
で
は
、〝
地

域
包
括
ケ
ア
〞
を
ど
う
す
る
か
、
と

い
っ
た
こ
と
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
て
、
介
護
が
必
要
で
あ
る
高
齢
者

が
ど
う
す
れ
ば
安
心
し
て
過
ご
せ
る

か
、
ど
う
す
れ
ば
安
定
し
た
生
活
が

可
能
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
考
え
と
取
り
組
み

　

実
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
協
、
現

在
の
生
協
を
見
て
み
ま
す
と
、〝
福

祉
〞
は
事
業
的
に
厳
し
い
と
い
う

こ
と
で
、
脇
に
置
か
れ
て
い
た
と

こ
ろ
が
有
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
２
５
年
問
題
が
迫
り
く
る
今
日

で
は
、
生
協
の
幹
部
は
、「
福
祉
は

特
別
な
位
置
に
あ
る
」
と
考
え
始
め

て
い
ま
す
。姫
路
医
療
生
協
な
ど
は
、

「
医
療
は
な
か
な
か
難
し
い
…
」
と

考
え
る
中
で
、
ケ
ア
の
問
題
に
主
題

を
お
き
、副
次
的
な
仕
事
と
し
て「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
実
現
を
具
体
化
し

て
い
ま
す
。
包
括
ケ
ア
の「
地
域
化
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
生
協
に
お
い
て
も
、
生
協
の
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
の
４
つ
の
視
点
、
①

生
協
の
特
色
を
生
か
し
た
総
合
的
な

サ
ポ
ー
ト
力
の
発
揮
、
②
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
よ
る
地
域
福
祉
づ

く
り
、
③
組
合
員
・
地
域
住
民
が
主

人
公
と
な
っ
た
新
た
な
協
同
の
あ
り

方
、
参
加
の
場
づ
く
り
、
④
生
協
と

し
て
の
社
会
的
役
割
発
揮
、
と
い
う

も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
到
達
点
と
し
て
、

生
協
の
特
色
を
生
か
し
た
４
つ
の
視

点
の
実
践
に
よ
っ
て
、
生
協
の
社
会

的
役
割
が
発
揮
さ
れ
、
生
協
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
＝
「
安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
生
協
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　

以
上
お
話
し
た
今
日
の
状
況
に

あ
っ
て
、
生
協
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
強
め
る
の
か
。

　

ま
ず
、•

地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
生
協
の
超
高
齢
化
社
会
仕

様
へ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、•

「
困

り
ご
と
」
解
決
の
担
い
手
づ
く
り

の
力
量
ア
ッ
プ
、•

地
域
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
協
の
力
量

ア
ッ
プ
、•

生
協
職
員
の
力
量
ア
ッ

プ
、
と
い
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
上
で
、
職
員
が
「
地
域
」

を
知
る
事
の
重
要
性
に
気
づ
く
べ
き

で
す
。
ま
た
、
福
祉
事
業
の
質
を
担

保
す
る
担
い
手
づ
く
り
、
購
買
生
協

に
お
け
る
福
祉
系
職
員
の
位
置
づ
け

も
と
て
も
大
切
で
す
。

「
多
様
な
接
近
」
の
重
要
性

　

地
域
で
は
、
平
均
値
で
は
図
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
様
々
な
事
情
が

あ
り
、
人
と
人
と
の
交
流
、
そ
し
て

住
民
が
主
体
意
識
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
地
域
活
性
化
を
考
え
る
要
と
な

り
ま
す
。
①
組
合
員
・
地
域
住
民
の

暮
ら
し
の
多
様
性
、
②
暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
地
域
の
多
様
性
、
③
生
協

の
多
様
性
、
こ
う
し
た
多
様
性
を
発

揮
し
た
取
り
組
み
で
な
い
と
全
て
の

人
々
が
「
安
心
し
て
く
ら
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
」
は
実
現
で
き

ま
せ
ん
。「
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

の
標
準
モ
デ
ル
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
広
島
県
生
協
連
で
進
め
て
い

る
実
践
事
例
。
そ
れ
が
、「
安
心
し

て
く
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
具
体
化
な
の
で
す
。

トップセミナー会場

浜岡政好氏プロフィール
［略歴］
1942年、中国・「満州」丹東市生まれ。中央大学大
学院文学研究科社会学専攻博士課程修了。佛教大学
社会学部で労働調査、地域調査に携わる。西陣地域
調査、トヨタ調査など。1980年代から生協組合員
の消費生活調査や自治体と共同での高齢者調査。阪
神淡路大震災後は仮設住宅居住者の生活実態調査及
び島根県西部の中山間地域での高齢過疎地域調査に
取り組む。
2013年の大学退職後は、くらしと協同の研究所な
どで生協の組合員、職員の調査に関わりながら、京
都生協、ヘルスコープおおさかなどでの理事に就き、
これまで以上に生協にコミット。

　　講師

　浜岡　政好　氏
　　 佛教大学名誉教授
　　くらしと協同の研究所研究委員

『
生
協
の
事
業
と
地
域
と
の
関
わ
り
―
超
高
齢
化
社
会
に 

        

お
け
る
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
と
生
活
協
同
組
合
』

T
O
P
 S
E
M
IN
A
R

T
O
P
 S
E
M
IN
A
R

　

講
演
要
約
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事務局だより

理事会報告　組織平和委員会報告　特定商取引法を知ろう⑥

　

業
務
提
供
誘
因
販
売
取
引
と
は
、

｢

仕
事
を
提
供
す
る
の
で
収
入
が
得

ら
れ
る｣

と
い
う
口
実
で
消
費
者
を

誘
引
し
、
仕
事
に
必
要
で
あ
る
と
し

て
、
商
品
等
を
売
っ
て
金
銭
負
担
を

負
わ
せ
る
取
引
の
こ
と
、
い
わ
ゆ
る

「
内
職
商
法
」
で
す
。

　

消
費
者
は
、
そ
れ
を
購
入
す
れ
ば

仕
事
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
と
期

待
し
て
契
約
し
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
に
は
、
期
待
し
た
だ
け
の
仕

事
は
も
ら
え
ず
、
購
入
し
た
商
品
な

ど
の
支
払
い
の
負
担
だ
け
が
残
り
ま

す
。
事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て

正
確
な
情
報
を
与
え
て
い
な
い
こ
と

や
、
実
際
よ
り
も
誇
張
さ
れ
た
広
告

内
容
に
問
題
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

業
務
提
供
誘
因
販
売
取
引
を
行
う

事
業
者
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

主
な
規
制
に
は
、「
氏
名
、
勧
誘
目

的
等
の
明
示
義
務
」「
書
面
の
交
付

義
務
」「
不
当
な
勧
誘
行
為
の
禁
止
」

「
虚
偽
・
誇
大
な
広
告
の
禁
止
」
等

が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

数
え
て
20
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
書

面
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
勧
誘
に
際
し
て
業
者
に
事

実
と
違
う
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
そ
の

内
容
が
事
実
で
あ
る
と
信
じ
て
契
約

し
た
場
合
や
、
故
意
に
事
実
を
告
げ

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
契
約
を
し
た

場
合
は
、
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
込
の
き
っ
か
け
は
、
折
り
込
み

チ
ラ
シ
の
広
告
、
電
話
勧
誘
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
在
宅
ワ
ー
ク
」
を

探
し
て
資
料
請
求
を
し
た
、
な
ど
が

多
く
、「
未
経
験
で
も
稼
げ
る
」「
自

宅
で
楽
に
副
収
入
」
と
い
っ
た
よ
う

な
甘
い
誘
い
文
句
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　

契
約
す
る
前
に
、
仕
事
の
内
容

や
、
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
す
る
条
件
、

報
酬
の
条
件
等
を
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
仕
事
に
つ
く
た
め
に
は

高
額
な
機
材
や
教
材
の
購
入
が
必
要

だ
、と
い
う
と
こ
ろ
は
要
注
意
で
す
。

こ
の
よ
う
な
勧
誘
に
は
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

（
文
責　

宗
山
隆
幸
事
務
局
長
）

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島

特
定
商
取
引
法
を
知
ろ
う
⑥

『
業
務
提
供
誘
因
販
売
取
引
に
つ
い
て
』

第
２
回
組
織
平
和
委
員
会
議
事
録

■
日　

時  

６
月
10
日

■
場　

所  

広
島
県
生
協
連

　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

■
出　

席　

檀
浦
（
高
校
生
協
）、

越
智
（
日
立
造
船
因
島
）、田
中
（
広

島
中
央
保
健
）、
山
根
（
広
島
医
療

生
協
）、
豊
村
（
労
済
生
協
）、
上
田
、

草
野
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、
福
島
、

為
政
（
広
島
県
生
協
連
）、大
同
（
日

本
生
協
連
）

□
報
告
・
協
議
事
項

⒈　
消
費
者
意
識
調
査
報
告
に
つ
い
て

⒉　

２
０
１
６
年
度
平
和
の
取
り
組

　

み
に
つ
い
て

　

⑴
２
０
１
６
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　

in
ヒ
ロ
シ
マ
に
つ
い
て

　

⑵
２
０
１
６
市
民
平
和
行
進
に
つ

　
　

い
て

⒊　

２
０
１
７
年
度（
平
成
29
年
度
）

　

広
島
県
へ
の
要
請
に
つ
い
て

⒋　

２
０
１
６
「
戦
争
も
核
兵
器
も

　

な
い
平
和
な
世
界
を
」
市
民
の
集

　

い
報
告

⒌　

２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
の
運

　

営
・
役
割
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

　

い
て(
最
終
案)

⒍　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

２
０
１
６
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⒎　

わ
が
家
の
電
力
・
ガ
ス
料
金
し

　

ら
べ
調
査
に
つ
い
て（
中
間
報
告
）

⒏　

熊
本
地
方
地
震
支
援
活
動
報
告

　
（
中
間
報
告
）

⒐　

ピ
ー
ス
グ
ラ
ン
ト
２
０
１
６
助

　

成
申
請
に
つ
い
て

10.　

２
０
１
６
年
度
第
１
回
福
祉
・

　

介
護
委
員
会
報
告
書

11.　

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ

　

ル
ー
プ
と
ゲ
ル
ニ
カ・ル
モ
市（
ス

　

ペ
イ
ン
）
視
察
報
告

第
２
回
組
織
平
和
委
員
会
報
告

第
１
回
理
事
会
議
事
録

■
開
催
日 　

７
月
７
日

■
場　

所  

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

理
事
17
名
中
14
名
出
席
、

監
事
２
名
中
０
名
出
席

（
出
席
理
事
）
岡
村
、
高
田
、
難
波
、

盛
谷
、
岡
野
、
横
山
、
岡
、
吉
山
、

武
田
、
近
江
、
金
築
、
乃
美
、
戸
田
、

門
田

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
協
議
事
項

⒈　

２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
開
催

　

報
告

⒉　

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
広

　

島
県
へ
の
要
請
事
項
（
案
）
に
つ

　

い
て

⒊　

広
島
県
生
協
連
50
周
年
企
画

　
（
案
）
の
進
め
方
に
つ
い
て

⒋　

広
島
県
生
協
大
会
実
施
要
項

　
（
案
）
に
つ
い
て

（
第
２
号
議
案
）

　

常
務
理
事
会
専
決
事
項

⒈　

他
団
体
の
公
職
承
認
の
件

　

⑴
広
島
県
食
育
推
進
会
議
委
員

　

⑵
広
島
県
森
林
整
備
・
農
業
振
興

　
　

財
団
理
事

　

⑶
広
島
県
農
業
関
係
施
策
検
討
会

　
　

議
委
員

　

⑷
広
島
県
環
境
県
民
局
補
助
金
等

　
　

審
査
会
委
員

⒉　

２
０
１
６
年
度
専
門
員
制
度

　
（
コ
ー
プ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の

　

選
任
に
つ
い
て

⒊　
他
団
体
の
協
賛
・
協
力
に
つ
い
て

　

⑴
協
同
労
働
取
組
事
例
発
表
会

　
　
「
地
域
の
声
を
事
業
に
す
る
」

　
　

へ
の
名
義
後
援
に
つ
い
て

　

⑵
広
島
県
労
福
協
会
長
杯
「
第
10

　
　

回
親
睦
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　
　

大
会
」
広
告
協
賛
に
つ
い
て

□
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

説
明
を
行
い
、
全
事
項
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

（
第
３
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

⒈　

２
０
１
６
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

　

in
ヒ
ロ
シ
マ
企
画
に
つ
い
て

⒉　

熊
本
地
方
地
震
支
援
活
動
に
つ

　

い
て

⒊　

３
生
協
の
共
同
事
業
化
に
つ
い

　

て
（
中
間
報
告
）

⒋　

ト
ッ
プ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研
修

　

企
画
（
１
次
案
）
に
つ
い
て

⒌　

２
０
１
６
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ

　

セ
ミ
ナ
ー
報
告

⒍　

監
査
研
修
会
報
告

⒎　
２
０
１
６
年
度
自
治
体
の
新
地
域

　

 

支
援
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
学
習
会
報
告

⒏　

２
０
１
６
市
民
平
和
行
進
案
内

⒐　

２
０
１
６
戦
争
も
核
兵
器
も
な

　

い
平
和
な
世
界
を
市
民
の
集
い
報

　

告
10.　

各
委
員
会
活
動
報
告（
審
議
会
、

　

組
織
委
員
会
、
福
祉
・
介
護
委
員

　

会
等
）

11.　

平
和
の
折
り
鶴
昇
華
再
生
事
業

　

支
援
協
議
会
報
告

12.　

第
32
回
中
四
国
生
協
・
行
政
合

　

同
会
議
に
つ
い
て

13.　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
６

　

実
行
委
員
会
報
告

14.　
「
ピ
ー
ス
グ
ラ
ン
ト
２
０
１
６
」

　

助
成
申
請
に
つ
い
て

15.　

２
０
１
６
年
度
広
島
県
生
協
連

　

機
関
会
議
委
員
名
簿

第
１
回
理
事
会
報
告
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モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学

ビ
ル
バ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

１
９
５
６
年
、
ギ
プ
ス
コ
ア
県

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
町
に
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
起
源
は
、

１
９
４
３
年
バ
ス
ク
人
で
あ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
聖
職
者
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア

リ
ス
メ
ン
デ
ィ
ア
リ
エ
タ
氏
が
開
設

し
た
小
さ
な
技
術
系
学
校
に
さ
か
の

ぼ
る
。
そ
の
源
流
を
引
き
継
い
で

い
る
の
が
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学
で
あ

る
。

　

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学
に
は
、
４
つ

の
学
部
が
あ
り
約
４
，
０
０
０
名
の

学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
学
部
の
一

つ
に
、
約
５
０
０
名
の
学
生
が
協
同

組
合
や
会
社
を
起
業
し
、
環
境
、
観

光
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
事
業
を
実
際
に
立
ち
上
げ

運
営
、
起
業
家
を
育
成
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
コ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
レ
イ
ン(

Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｎ)
と
呼

ば
れ
て
い
て
、
そ
の
卒
業
生
の
一
人

に
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
・
ム
サ
エ
ル

が
い
る
。
私
た
ち
の
今
回
の
バ
ス
ク

訪
問
は
、
彼
と
の
関
わ
り
を
抜
き
に

し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
彼
が
大
学

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
旅
を
通
じ

て
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
国
際
的
な

起
業
家
を
め
ざ
し
て
い
た
学
生
時
代

に
広
島
を
訪
問
し
た
こ
と
が
直
接
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

起
業
家
を
め
ざ
す
若
者
た
ち
＝
次
世

代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り　

　

Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
・
ジ
ュ
ニ
ア
協
同
組

合Igloo Bilbao

の
創
立
者
イ
ラ
テ
ィ

　

ア
レ
ヒ
タ
さ
ん
（
女
性
・
Ｍ
Ｔ
Ａ

３
年
生)

に
、
レ
イ
ン
コ
ー
ス
の
話

を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

イ
ラ
テ
ィ
さ
ん
は
、
ワ
イ
ン
や
食

品
な
ど
を
海
外
へ
販
売
す
る
会
社
を

共
同
経
営
し
て
い
る
。

　
「
貴
女
は
、
な
ぜ
こ
の
コ
ー
ス
を

選
ん
だ
の
か
？
」
と
イ
ラ
テ
ィ
さ
ん

に
問
う
と
、
彼
女
は
、「
こ
れ
ま
で

の
大
学
は
、
先
生
（
教
授
）
か
ら
学

ぶ
だ
け
の
詰
め
込
み
式
の
授
業
で
あ

り
、
実
践
的
で
自
分
自
身
の
考
え
が

活
か
さ
れ
る
こ
の
コ
ー
ス
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
答
え
。
ま

た
、「
こ
の
起
業
（
家
）
コ
ー
ス
で

は
、
協
同
組
合
の
〝
一
人
一
票
〞
の

原
則
が
生
き
て
い
る
。
起
業
す
る
学

生
グ
ル
ー
プ
で
知
識
を
シ
ェ
ア
し
な

が
ら
、
個
人
の
自
立
心
を
養
い
、
協

同
し
て
挑
戦
で
き
る
こ
と
が
魅
力

だ
」
と
語
る
。

　

レ
イ
ン
・
コ
ー
ス
で
は
現
在
、
ビ

ル
バ
オ
市
が
所
有
す
る
ビ
ル
を
賃

借
し
、「
次
世
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

創
ろ
う
」
と
12
の
起
業
グ
ル
ー
プ
、

１
８
０
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
座
学
を
「
受
け
る
」
か
ら
「
自

ら
考
え
行
動
し
、
働
き
な
が
ら
起
業

（
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
）
を
学
ぶ
」
を
実

践
し
て
お
り
、
卒
業
後
も
学
生
時
代

に
携
わ
っ
た
仕
事
（
＝
労
働
）
を
通

じ
て
、
将
来
の
地
域
を
支
え
る
人
材

と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
「
で
は
、
先
生
（
教
授
）
た
ち
は

ど
う
い
う
役
割
を
し
て
い
る
の
か
」

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
た
。
そ
の

こ
と
を
、
ラ
ン
デ
ル
学
部
長
に
伺
う

と
、「
ア
ド
バ
イ
ス
は
す
る
が
、
ど

う
行
動
し
、
何
を
起
業
す
る
か
は

学
生
自
身
が
考
え
ま
す
。
何
故
な

ら
、
こ
の
起
業
（
家
）
コ
ー
ス
は
、

実
在
の
会
社
や
協
同
組
合
を
立
ち
上

げ
、
自
ら
が
出
資
・
運
営
し
、
一
般

企
業
同
様
の
成
功
を
収
め
な
け
れ
ば

卒
業
で
き
な
い
の
で
す
」
と
い
う
答

特集
スペイン・バスク訪問記②

「
大
学
は
、
人
材
を
創
出
す
る
使
命
が
あ
り
、

仕
事
（
協
同
組
合
）
は
人
を
育
て
ま
す
。

そ
し
て
、
人
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
…
。」

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

モンドラゴン協同組合グループの本部を訪問した時の写真 (ジョン・アンダー・ムサエル 左から４人目 )
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特　　　　集

スペイン・バスク訪問記②（2016 年５月）

え
。
さ
ら
に
、ラ
ン
デ
ル
学
部
長
は
、

「
大
学
は
、
地
域
の
雇
用
を
生
み
出

し
、
若
い
人
材
を
社
会
に
創
出
す
る

使
命
も
重
要
視
し
て
い
る
」
と
。
学

部
長
の
そ
の
言
葉
で
、
モ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
大
学
の
『
次
世
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス

づ
く
り
』
と
い
う
命
題
が
理
解
で

き
た
。
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ

ル
ー
プ
創
立
者
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア

リ
ス
メ
ン
デ
ィ
ア
リ
エ
タ
氏
が
説
い

た
「
仕
事
は
人
を
育
て
る
、
そ
し
て

人
間
を
尊
重
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
す
」
と
い
う
高
い
理
念
が
、
こ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
息
吹
と
し
て
感
じ

取
れ
た
。

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
流
の
豊
か

さ
の
方
程
式

　

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー

プ
広
報
・
国
際
部
長
ア
ン
デ
ル
・
エ

チ
ェ
ベ
リ
ア
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
訪

問
に
際
し
、
創
立
者
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・

ア
リ
ス
メ
ン
デ
ィ
ア
リ
エ
タ
氏
の

創
業
理
念
と
行
動
力
の
こ
と
を
最
初

に
語
っ
て
く
れ
た
。「
彼
の
人
生
は
、

人
間
を
尊
敬
し
、
人
を
助
け
る
生
涯

で
、
常
に
労
働
＝
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
連
帯
（
地
域
づ
く

り
の
こ
と
を
考
え
）・
教
育
と
共
有

を
通
じ
て
地
域
を
豊
か
に
す
る
価
値

を
説
き
ま
し
た
」。　

　

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー

プ
は
、１
０
３
の
協
同
組
合
の
中
に
、

工
業
協
同
組
合
、生
活
協
同
組
合（
小

売
り
エ
ロ
ス
キ
な
ど
）、
農
業
協
同

組
合（
ト
マ
ト
、牛
肉
の
生
産
な
ど
）、

信
用
協
同
組
合
（
ラ
オ
ラ
ク
チ
ャ
）

が
あ
る
。
そ
し
て
、
大
学
と
７
つ
の

学
校
と
15
の
技
術
研
究
所
な
ど
が
協

同
組
合
と
し
て
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
て

い
る
。

　

元
来
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
労
働
＝

仕
事
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
ら

れ
て
い
て
、
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア
リ

ス
メ
ン
デ
ィ
ア
リ
エ
タ
氏
が
提
唱
し

た
当
初
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
彼
の
言

う
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
１
９
３
６
年
〜
１
９
３
９
年

の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
後
、
ス
ペ
イ
ン
国

内
は
す
ざ
ま
し
い
混
乱
期
で
、
貧
富

の
差
は
大
き
く
、
教
育
は
な
お
ざ
り

に
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
少
し
ず
つ

実
践
（
労
働
＝
仕
事
）
を
通
じ
て
地

域
を
豊
か
に
し
、
教
育
と
共
有
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
的
な
成
長
を

す
る
と
い
う
信
念
は
拡
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
考
え
に
同
調
す

る
５
人
の
創
業
者
た
ち
に
よ
っ
て
モ

ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
は
創
立
さ
れ

発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

時
代
背
景
は
異
な
る
も
の
の
、
日

本
で
も
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
の
混

乱
期
に
賀
川
豊
彦
（
１
８
８
８
年
〜

１
９
６
０
年
）
が
、
現
代
風
に
言
う

と
「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に

向
け
て
」
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
を

起
こ
し
、「
協
同
組
合
は
一
つ
で
あ

る
」
と
唱
え
た
。
協
同
組
合
は
、「
有

機
的
に
一
体
で
存
在
す
る
」
と
協
同

組
合
理
解
を
広
め
た
の
で
あ
る
。
賀

川
豊
彦
が
言
う
友
愛
の
精
神
の
教
え

が
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
創
立
者
ホ
セ
・

マ
リ
ア
・
ア
リ
ス
メ
ン
デ
ィ
ア
リ
エ

タ
氏
の
考
え
と
重
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　

個
人
の
豊
か
さ
は
、
社
会
を
豊
か

に
し
て
実
現
す
る
。
協
同
組
合
を
通

じ
て
得
た
利
益
（
富
）
は
、
社
会
に

分
配
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
協
同

組
合
が
持
つ
組
合
員
の
一
人
一
票
制

の
原
則
に
よ
っ
て
今
で
も
運
営
さ
れ

て
い
る
。
約
９
万
人
の
組
合
員
は
、

１
万
５
０
０
０
€
（
約
１
８
５
万

円
）
を
出
資
す
る
。
こ
こ
で
は
組
合

員
＝
労
働
者
で
あ
り
、
全
員
が
経
営

者
で
も
あ
る
。
無
論
新
し
く
加
入
し

た
組
合
員
で
も
理
事
や
経
営
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
経
営
を
学
ぶ
研
修
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
か
つ
て
は
、
組
合
員
＝
労
働

者
の
賃
金
格
差
は
、
１
：
３
だ
っ
た

が
、
現
在
は
、
１
：
６
に
広
が
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
一
般
企
業
か
ら

す
れ
ば
格
差
は
小
さ
い
。

　

資
本
（
家
）
の
論
理
で
は
、
収
益

（
富
）
の
一
極
集
中
が
原
則
で
あ
る
。

収
益
（
富
）
を
奪
い
合
い
生
き
残
っ

て
い
く
こ
と
。
１
：
１
０
０
を
超
え

る
事
例
は
、
こ
の
新
自
由
主
義
の
世

の
中
で
は
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
世
の
中
に
お
い
て
、
収
益
（
富
）

を
分
配
し
、
分
ち
合
う
論
理
が
、
高

い
生
産
性
と
生
産
技
術
力
の
高
さ
を

生
み
出
し
、
さ
ら
に
人
の
豊
か
さ
に

繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
方
程
式
は
、

あ
ら
た
め
て
新
鮮
に
思
え
た
。

　

そ
の
発
展
の
ル
ー
ツ
に
、
起
業

(

家)

を
支
援
・
育
成
し
、
可
能
性

を
大
事
す
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組

合
の
真
髄
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

バ
ス
ク
訪
問
記
執
筆 

高
田
公
喜

広
島
県
生
協
連
合
会
専
務
理
事  

●リスボン

ポ
ル
ト
ガ
ル

リ
オ
ン
湾

バスク

スペイン

gernika-Lumo●
ピレネー山脈

バルセロナ●

　　●
マドリード

ザグレス岬

セビリア
　  ● グラナダ

　 ●

ジブラルタル海峡

地中海

フランス

モンドラゴン大学ビルバオキャンパスモンドラゴン大学の学生たちとディスカッション

モンドラゴン大学ランデル学部長（左）と高田（右）ビルバオ市街イラティアレヒタさん  MTA３年生（左から３番目）
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広島県生活協同組合連合会
〒 730-0802　広島市中区本川町 2-6-11 
第７ウエノヤビル ５F　
TEL 082-532-1300 FAX 082-232-8100
E-mail : kenren.h@proof.ocn.ne.jp 
URL : http://hiroshima.kenren-coop.jp

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島
訪
問
、
夏
の

高
校
野
球
県
予
選
・
甲
子
園
大
会
、
被
爆

71
年
目
の
平
和
記
念
式
典
、
そ
の
総
て
が

終
わ
っ
た
。
ま
さ
に
、
朱
熹
の
詩
『
偶
成
』

の
転
・
結
句
の
、「
未
だ
覚
め
ず
池
塘
春

草
の
夢
、
階
前
の
梧
葉
已
に
秋
声
」、
秋
は

そ
こ
に
…
▼
。
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

終
幕
を
迎
え
た
８
月
19
日
、
妻
と
一
緒
に

大
阪
か
ら
帰
省
し
た
孫
二
人
（
中
１
女
子・

小
４
男
子
）
と
「
平
和
教
育
」
と
称
し
て

平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
た
。
夏
休
み
、

オ
バ
マ
効
果
の
せ
い
か
、
館
内
は
大
混
雑
。

当
初
、
孫
二
人
は
〝
原
爆
〞
と
い
う
言
葉

に
多
少
の
不
安
を
覚
え
た
の
か
、
資
料
館

訪
問
に
気
乗
り
薄
だ
っ
た
。
が
、
驚
い
た

こ
と
に
二
人
と
も
１
時
間
近
く
館
内
を
つ

ぶ
さ
に
見
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
孫
二
人

の
姿
に
、
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ

マ
の
「
子
ど
も
平
和
会
議
」
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
重
な
る
▼
戦
争
と
核

兵
器
と
平
和
の
こ
と
を
、「
見
た
い
・
知

り
た
い
・
伝
え
た
い
」
と
、
日
本
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
１
２
１
名
の
子
ど
も
た
ち
の

熱
い
ま
な
ざ
し
。
自
ら
進
ん
で
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る

心
は
、
尊
い
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
心
が
、

未
来
の
平
和
を
引
き
寄
せ
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
た
夏
休
み
だ
っ
た
。（
Y
）

広
島
が
好
き
だ
か
ら
…

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
激
闘
が
、
ひ

ろ
し
ま
を
興
奮
の
渦
に
し
、
そ
の
中

で
夏
の
高
校
野
球
の
県
予
選
が
始

ま
っ
た
。
日
々
繰
り
広
げ
ら
れ
る
球

児
達
の
熱
闘
を
見
て
い
る
と
、
自
分

の
高
校
時
代
が
甦
っ
て
く
る
。

　

１
９
７
６
年
、
高
校
３
年
時
、
１

番
打
者
、
遊
撃
手
と
し
て
春
の
選
抜

に
出
場
し
、
決
勝
で
小
山
高
校
を
降

し
て
優
勝
。
そ
の
年
の
夏
の
甲
子
園

に
も
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
甲
子
園

に
行
く
が
、
残
念
な
が
ら
長
崎
海
星

に
破
れ
て
３
回
戦
で
敗
退
し
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
自
分
達
の
崇
徳

高
校
は
、
広
島
県
で
は
甲
子
園
出
場

の
常
連
校
で
は
な
か
っ
た
。
不
思
議

な
こ
と
に
、
自
分
た
ち
が
優
勝
し
た

年
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
超
高
校

級
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
選
手
の
粒
が

揃
っ
た
の
だ
。一
つ
の
幸
運
で
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
の
幸
運
は
、
甲
子
園

出
場
に
よ
っ
て
続
い
た
。
そ
の
年
の

ド
ラ
フ
ト
で
、
同
僚
の
超
高
校
級

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
、
地
元
カ
ー
プ
の
ド

ラ
フ
ト
１
位
指
名
が
な
ら
ず
、
自
分

に
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
１
位
指
名
が

回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
自
身
、

〝
超
高
校
級
遊
撃
手
〞（
笑
）
と
し
て

騒
が
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元

カ
ー
プ
以
外
に
は
行
き
た
く
な
か
っ

た
。
広
島
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
。
こ

れ
も
一
つ
の
縁
か
も
知
れ
な
い
。

プ
ロ
の
厳
し
さ

　

ド
ラ
フ
ト
１
位
指
名
と
は
い
え
、

団
し
て
く
る
若
者
達
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
〝
も
て
は
や
さ
れ
て
〞
入

団
し
て
来
る
。
し
か
し
、
忽
ち
プ
ロ

の
洗
礼
を
受
け
て
、「
自
信
」
と
い

う
の
を
失
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
ま

た
、
大
人
と
し
て
も
未
熟
だ
。
そ
の

若
者
達
に
、「
こ
こ
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
い
。
ス
タ
ー
ト
な
ん
だ
！
」
と
言

い
聞
か
せ
て
、上
を
見
さ
せ
る
の
だ
。

「
練
習
で
出
来
て
も
、
ゲ
ー
ム
で
出

来
な
け
れ
ば
駄
目
」、「
人
を
見
る
眼

を
養
い
な
さ
い
」、
挙
げ
句
の
果
て

に
は
、〝
礼
儀
を
重
ん
じ
、
挨
拶
を

し
な
さ
い
〞と
い
う
こ
と
ま
で
言
う
。

そ
れ
で
も
、
一
流
と
二
流
に
分
か
れ

て
行
っ
て
し
ま
う
厳
し
い
世
界
だ
。

人
生
で
の
出
会
い

　

私
の
取
り
柄
は
〝
生
真
面
目
〞
だ

と
思
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
出
会
い

に
恵
ま
れ
た
。
カ
ー
プ
に
入
れ
た
こ

と
も
、
そ
し
て
野
球
一
筋
に
や
っ
て

来
れ
た
の
も
一
つ
の
幸
運
だ
っ
た
。

今
、
カ
ー
プ
は
「
25
年
ぶ
り
の
優

勝
！
」
と
フ
ア
ン
は
ボ
ル
テ
ー
ジ
を

上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
優
勝
を
５
回

も
経
験
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　

も
う
一
つ
の
幸
運
は
、
人
と
の
出

会
い
だ
。
高
校
の
野
球
仲
間
と
の
出

会
い
、
プ
ロ
の
世
界
で
古
葉
監
督
と

出
会
え
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
自
分

の
人
生
を
決
め
た
。
野
球
だ
け
で
な

く
、「
プ
ロ
と
は
、
人
生
と
は
、
人

間
と
は
」、
そ
の
総
て
が
、
自
分
の

糧
に
な
っ
た
。
願
わ
く
ば
、
こ
れ
か

ら
も
良
き
出
会
い
を
…
。

プ
ロ
の
世
界
に
入
っ
て
み
て
驚
い
た

の
は
、プ
ロ
と
の
力
量
の
差
だ
っ
た
。

高
校
時
代
〝
厳
し
い
〞
と
思
っ
て
い

た
練
習
で
も
何
と
か
堪
え
ら
れ
怪
我

を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

プ
ロ
の
練
習
で
は
、
す
ぐ
に
足
や
膝

を
痛
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
練

習
が
激
し
か
っ
た
。
プ
ロ
の
世
界
の

厳
し
さ
を
身
を
以
て
体
験
し
た
の
で

あ
る
。

　

黄
金
時
代
の
カ
ー
プ
に
入
団
で
き

た
の
は
一
つ
の
幸
運
だ
が
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
は
、
真

面
目
さ
と
自
分
の
〝
臆
病
〞
さ
だ
っ

た
と
思
う
。
途
中
、
選
手
生
命
も
危

ぶ
ま
れ
た
大
怪
我
も
し
た
が
、
何
と

か
そ
の
世
界
で
生
き
残
っ
て
来
れ
た

の
は
、
自
分
自
身
の
そ
こ
で
満
足
で

き
な
い
〝
慎
重
さ
〞
だ
と
思
っ
て
い

る
。
プ
ロ
で
あ
る
限
り
、レ
ギ
ュ
ラ
ー

と
し
て
出
場
す
る
の
は
当
た
り
前
で
、

「
も
っ
と
も
っ
と
良
く
な
ろ
う
！
」
と

苦
し
い
練
習
の
中
で
努
力
を
し
続
け

ら
れ
た
の
は
、〝
恐
れ
〞
が
も
た
ら
す

向
上
心
と
努
力
だ
っ
た
。

指
導
者
に
な
っ
て

　

選
手
時
代
は
、
優
勝
５
回
を
経
験

出
来
る
と
い
う
幸
運
も
あ
っ
た
。が
、

現
役
を
引
退
し
て
、
コ
ー
チ
・
二
軍

監
督
に
な
っ
て
み
る
と
、
自
分
を
取

り
巻
く
環
境
は
全
く
違
っ
た
も
の
に

な
っ
た
。
二
軍
選
手
と
い
う
の
は
、

プ
ロ
の
厳
し
い
競
争
か
ら
こ
ぼ
れ
た

若
者
だ
。
今
日
で
は
、
プ
ロ
野
球
が

隆
盛
で
、
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
て
入

日々のことから

プロ野球解説者

山崎　隆造
やまさき　りゅうぞう

●プロフィール
1958 年４月 15 日生まれ、広島県出身。1976 年、崇徳高校３年時１番遊撃手とし
て春の選抜に出場し優勝。その年のドラフトで１位指名され広島東洋カープに入
団（在籍 1977 ～ 1993）。入団後は、選手生命の危機に陥るほどの大けがを克服し
て、３年連続３割、ベストナイン３度、ゴールデングラブ賞４度、26 試合連続安
打を記録するなど、「赤ヘル野球」の黄金時代を支えた。1993 年シーズン終了後に
現役引退し、その後はコーチ、二軍監督を経て、2001 年から一軍守備走塁コーチ、
後 2006 年から二軍監督を務め 2011 年辞任。現在は中国放送（RCC）野球解説者。

高校球児の汗と涙の戦い、
広島東洋カープの激戦に想う。


